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検体取り扱いの重要性



正しい検体の分離と梱包方法

正しい検体の分離方法

1 2 3

サンプルを30秒間ゆっくりと
転倒混和します。

サンプルを
20分～30分
凝固させる

正しい検体の梱包方法 (血液)

チューブにセロハンテープ、
メンディングテープ、サージカルテープを
使用しないでください（左写真）
セロテープ等は検体が漏れ出ることで
粘着力が落ち、気密性が低下します。

どうしてもご使用される場合、パラフィル
ムを1回だけチューブに巻いてください。

血清・血漿を未分離のまま
提出しないでください（左写真）
血球の混入は検査結果に影響をもたら
します。必ずアイデックス専用の検体
送付用チューブに分注し、正しい状態
でお送りください。

※必要な検体量は「血清・血漿・EDTA
全血 検体量一覧（原寸大）」ラミネー
ト資料をご確認ください。

血漿の場合

血清の場合

凝固の後で
遠心を行います。

検体の取り扱いには、
正しい抗凝固剤の使い
分けも重要です。前項
の注意事項を必ずご確
認ください。

速やかに
遠心を行います。



検体準備のサポート

検体量不足防止の便利ツール: 血清・血漿検体量一覧(原寸大）

「検体量不足でアイデックスから問い合わせが…」「院内で担当によって検体量がバラつく」

そんなトラブルを減らす便利ツール、それが原寸大の検体送付用チューブに検体量の目安を示した

「血清・血漿・EDTA全血検体量一覧」。新人のスタッフさんも安心です。

並べて検体量を
確かめられる!

検体量の
目安

原寸大の
チューブ

会員様サポート: 専用チューブ定期便

ご依頼いただく検体の状態を適切に保ち、信頼できる結果を手にしていただくために

前年のご利用実績に応じて、以下の専用チューブを無償で年初にお届けしています。

検体送付用チューブ（透明）

⚫ 検体保管・耐久性に優れています。

⚫ 全血以外のすべての検体に使用でき

ます。（血清･血漿･尿･結石など）

⚫ 0.5～0.1mlの目盛り付き

EDTA採血管（ムラサキ）

⚫ 使用期限がチューブに

記載されています。

※院内検査機器では

ご使用になれません



病理組織検査 検体の梱包方法

１. 広口のプラスチック容器、マイクロチューブ、遠沈管を使用する場合

検体、固定液を入れ、蓋を確
実に閉め、パラフィルム等で
密閉し、液漏れを防止する。 さらにチャック付袋で三重梱包する。

三重梱包した容器
の周りにエアー
マット等の緩衝材
を入れて送付する。2. チャック付き袋を使用する場合

検体、固定液を入れチャック
を確実に閉め、さらに二重に
熱シーリングする。 さらにチャック付袋で三重梱包する。

三重梱包二重梱包

※ホルマリンは医薬用外劇物ですので、取扱いには十分にご注意ください。

※ビニル袋(例：レジ袋)やガラス製容器はホルマリンが漏れて検体が破損、紛失する

可能性があるため、検体送付には適しません。

※送付中のトラブル(破損等)を防ぐため、宅配便の「割れ物扱い」等のご利用をお勧めします。

二重梱包 三重梱包

ホルマリンが漏れた場合、検体の固定が不十分になる等、検査に影響を及ぼす

可能性があるため、適切な容器、梱包が必須です。検体送付の際は下記を

ご参照のうえ、必ず三重梱包で送付をお願いします。



分からないことがあったら…

ツールのご要望も承ります

⚫ 検体送付用専用チューブ (送料のみ頂戴しております)

⚫ 専用依頼書

アイデックス検査サービスについて、ご不明な点・ご質問があれば

下記までお気軽にご連絡ください


